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研究成果の概要（和文）：声質及び発話スタイルに関する複数の実験を行った。主なものは、①日本語母語話者と中国
語母語話者を被験者とし感情音声の認知を調べるためのマルチモーダルな認知実験、②中国語以外の4言語を用いた①
と同様の実験、③ランダム・スプライシングや逆再生法などの音声マスキングによる認知実験、④声質の記憶に関する
実験などである。
　これらの実験結果から、日本語母語話者と中国語母語話者は、音声の感情認知において異なる傾向を示すことなどい
くつかの新しい知見が得られた。さらに、日本語母語話者は言葉の感情と音声の感情を統合した結果に基づき知覚結果
を調整するとの考えを提案した。

研究成果の概要（英文）：Several cognitive experiments were performed on voice quality and speech style. 
The important experiments were ① comparison between Japanese native and Chinese native 
speakers/participants on multimodal recognition of vocal emotion; ②comparison between Japanese native 
and unknown foreign native speakers/participants on the recognition of vocal emotion; ③ recognition 
masking experiments, using random splicing method and backward replay of speech; ④ experiments on the 
memory of voice information. As a result, several new findings were obtained, such as the difference 
between Japanese and Chinese speakers/participants on the recognition of vocal emotion, and several new 
hypotheses were presented on the Japanese participants’ identification of the speaker's emotion from 
both of vocal and the emotion contained in literal meaning of speech and they might recalibrate the 
perceived emotion.

研究分野：認知心理学

キーワード： 声質の認知　発話スタイル　音声マスキング　母語　日本語　外国語
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１．研究開始当初の背景 

音声によるコミュニケーション行動には言

語情報だけではなく、非言語情報が大きく関

わっている。感情以外の非言語情報（例えば、

個人性情報や発話スタイル）が、声質の認知

にどのような影響を及ぼすかについての研

究は非常に少ない。特に、日本語での声質認

知の研究が必要であると考えられた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は声質の認知メカニズムを明

らかにすることである。具体的な目的は以下

の通りである。 

(1) 話者の発話のリズム、ポーズなどの発話

スタイルと声質の認知との関係について認

知実験を行うこと 

 

(2) 刺激音声の音響的な分析を行うことを中

心にして検討を行い、声質の情報処理過程に

及ぼす非言語情報の影響を明らかにするこ

と。 

 

３．研究の方法 

以下の 3 つが主要な方法である。 

(1) 認知面からの検討として、記憶実験、ス

ピーチノイズ実験、ランダムスプライシング

実験を行う。 

 

(2) 生成面からの検討として、認知実験に用

いた刺激音声の音響的分析を行う。 

 

(3) 知覚と生成の両面からの研究結果を総

合的に検討して、声質の情報処理過程のモデ

ルを作成して、その処理プロセスを考察する。 

 

４．研究成果 

研究1年目（2012年度）は、研究の道筋をつけ

るための数種類の予備実験を繰り返し行った。

その結果を参考にして、その後、声質の情報

処理に及ぼす感情音声の役割を主に検討する

こととし、いくつかの認知実験と音声分析を

行った。 

 

（1）ランダムスプライシング実験では、日本

語で読み上げた文章をランダムスプライシン

グの加工（短文を読み上げた音声をランダム

に切り出して、その後にランダムに並べ直す）

を施して刺激音声を作成し、聴取実験を行っ

た。 

 

（2）音声の感情に関する認知実験では、感情

音声を用いて、話者と被験者が日本語を母語

とする場合と中国語を母語とする場合につい

て、３つのマルチモーダル実験（視覚のみ提

示、聴覚のみ提示、視聴覚提示）を行い、実

験結果を日中間で比較した。その結果、日本

語母語話者である日本人被験者と中国語母語

話者である中国人被験者は、視覚のみ提示実

験と視聴覚提示実験ではほぼ同じ傾向の結果

を示したが、視覚のみ提示実験では日本人被

験者と中国人被験者のあいだに量的な差異が

認められた。また、聴覚のみ実験では話者が

日本語母語話者か中国語母語話者かによって、

それぞれの被験者の判断が逆転することがわ

かった（図1，図2）。以上の結果については文

化及び言語の類似性と相違性から考察を行っ

た。 

 

 

図1 日本語母語話者と中国語母語話者によ

る感情音声の認知成績の比較 

 

 

 

図2 多次元尺度構成法(MDS)による2次元空

間上の感情の配置（日本語母語話者と中国語

母語話者の比較） 

 

 

（3）(2)の実験結果を以前に行った日米の感

情認知実験の結果と比較し、文化間（in-group, 

out-group）比較を行った。その結果、聴覚情



報（感情音声）の認知においてはin-group効

果が認められるが、視覚情報（表情）の認知

においてはout-group効果の生じる場合もあ

り、文化間の違いというよりも表情を明確に

表出するかどうかの違いが大きいという結果

を得た（図3）。 

 

 

 
 

図3 視覚のみ（表情）と視聴覚（表情＋感

情音声）における感情同定成績を、日中被験

者間および日米被験者間で比較したグラフ 

 

 

研究成果は、ICPEAL（国際学会）におい

て発表し (2012, 10) 、論文にまとめて国際誌

に掲載された(2013.9)。 

 

(4) 発話者と聴取者の母語が異なる場合、言

語的背景の差異は聴取者の感情認知にどの

ような影響を及ぼすかについて検討した。そ

の際、音声に込める感情と言葉の意味に含ま

れる感情が同じ場合（一致条件）と異なる場

合（不一致条件）を設け、感情の同定成績と

確信度を感情表出の困難さの指標として検

討した。聴取者にとって未知の外国語の場合

については、これまでほとんど行われていな

かった。両条件から得られた実験結果を比較

すると，不一致条件では同定成績が低下する

ことが認められた．この結果は，①言葉の意

味に含まれる感情に影響されて，話者は感情

表出が十分に行えなかったこと、②日本人被

験者は、言葉の感情と音声の感情を統合した

結果に基づき知覚結果を調整すること、の 2

点を示唆すると考えられた。 

この成果については、国内学会誌に掲載さ

れた (2014.7)。 

 

(5) 日本語音声聴取におけるトップダウン処

理の役割を示すために、文脈効果についての

実験を行い、音韻処理の観点から日本語の特

殊性を中心に考察した。 

 

(6) ピッチ（声の高さ）のみを用いるように指

示した場合の話者の音声について音響的分析

を行った。その結果、話者はピッチのみを変

化させるようにして発話した場合でも、感情

毎に持続時間や声の大きさなども変化するこ

とを認めた。 

 

(7) 以上の研究から、声質情報が処理されるプ

ロセスにおいて、言語の意味情報と音声の感

情情報が大きくかかわることが、いくつかの

実験結果から明らかとなった。これらの成果

をもとにして音声情報の処理プロセスについ

ての仮説を提案した。 
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